
病 院 長 就 任 に あ た つ て

病院長 星   和  彦

4)]1日 付けを持ちまして医学部附属病院の病院長を拝命いたしま

した。

大学統合 ,法 人化 ,研 1多医制度へのスーパーローテー ト導入など附属

病院は大きな波の中で揺れ続けています。

このような4青勢の中で,病 院の運営と経営の蛇取りをすることは決

して容易ではないことを自覚しておりますが,職 員皆様のご指導をい

ただきながら少しでも良い方向に向かうよう努力したいと決意を新た

にしております。

大学病院には大きな二つの役割があると思います。すなわち (1)

良質な医療人の教育 育 成 (教 育研修機能),(2)高 度先進医療研究開発と提供 (研 究開発機能),(3)地

域の中核医療機関 (医 療提供機能)で す.い ずれもが極めて重要な使命であり,し かも実行 ・実現には大変

な努力が必要です。そしてこれらの事業は 「医療の安全」を確保 したうえで展開させなければなりません。

「医療の安全Jと は 「忠者の安全を守 り 安 心 して医療が受けられる環境を作る」ということになります。 リ

スクを伴わない診療はあり得ないわけですから,リ スクを最小限にするように考えて行動することが求められ

ます。医療は医療に携わるすべての職種 、医師 ,商 科医師 ,有 護師 )助 産師,業 剤師,臨 床工学技士ェ診療放

射線技師、理学療法 は,臨 床検査技師,視 能訓練 if,閑科衛生士 ,歯 科技工士,栄 養t,調 理師そして事務職

員の方々のチームワークで成 り立つものです。相手の立場や仕事の内容を理解 しあい,コ ミュニケーションを

良好に保つことが最も大切です。

新 しいスター トにあたり,病 院の新 しい執行部体制を立ち Lげ ました。私を支えていただく高1病院長の先生

方と役害J分十Hをホ召介いたします。

副病院長 荒 木  力  先 生    診 療体制,病 床運用,労 務管理担当

扇1病院長 島 同 員 路 先 生    安 全対策担当

副病院長 小 林 哲 郎 先 生    教 育 研 修 研 究支援担当

副病院長 佐 藤  弥  先 生    財 務管理 増 収対策担当

高1病院長 大 村久米子 青 護部長  看 護対策,コ メディカルの教育 研 1多支援および

労務管理担当

先生方にはそれぞれの担当の立場で十二分に能力を発揮していただき,機能的かつ円滑な病院運営を図りた

いと考えております。いずれにせよわれわれ執行部の役割は,や りがいのある職場,がんばりがいのある職場,

そして病院の将来を担っていく方々が明るい希望をもてる職場を作ること,と心得ています。ご協力をお願い

いたします。
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前病院長 熊 澤 光 生

病院長の任務 を終わるにあたって一言御挨拶申 しあげます。

2 0 0 2年1 0月大学統合時に病院長に就任 し,以後 2年 半病院長 を務め させて

いただきました。その間 ,新 卒後臨床研修制度の発足 ,大 学法人化 ,日 本医

療機能評価機構による認定更新審査 とい う病院にとって 3つ の大 きな試練が

ありました。

卒後臨床研修必須化については,各 臨床科への入局者が 2年 間無 くなると

い う大 きな事変 で した。 その歪 み は大 きく,あ と 1年 後 に入局 が始 まる とい う希望 に向 けて耐 え

ていただ きたい と思 い ます。

幸 い に他 の地方大学 と違 って本院 での研修 希望者 が 1年 目よ り 2年 目に増 えた ことは明 るい見

通 しが立 った と云 えます。

病院機 能評価 をなん らの留保 条件 な しでパ スで きた ことは ,病 院 を支 える全 ての職種 の皆 さん

がたの ご協力の御蔭 だ と感謝 してい ます。

また ,医 療安全の面 で も大過無 く,しか も病院機 能 を向上 させ る とい う病 院長 と しての責務 を果

たせ たの は ,皆 様 方 ,と りわ け冨」病 院長 の星 ,荒 木 ,小 林の 3先 生 方 ,そ して大村看護部長 ,の

支 えがあった御蔭 だ と深 く感謝 してい ます。

次 々 と乗 り越 えな けれ がな らない難 関が控 えてい るよ うです が !星 和彦 新病院長 を中心 と して

皆様方の力 を合わせ て乗 り越 えて くだ さい。

病院長の職務 を通 して ,皆 様方 はそれぞれ大変優秀 な方 々だ と,気 づか させていただ きま した。

力 を合 わせて明 るい未来へ羽 ばたいて下 さい。

病院経営管理部経営企画G係長 名  取  一  也

平成 1 6年 1 2月に病 院機 能評価 の受審 が あ り,平 成

1 7年 2月 2 1日付 けで更 新 認定 され ま した。右 の写 真

にある認定証 は ,病 院 の正面玄 関 に掲示 されてお りま

すので ,機 会 をみて ご覧 くだ さい。

また ,こ れ まで病院の機 能改善への取 り組 み につ い

ては ,病院機能評価W Gに おいて討議 されて きま した。

本来 ,機 能改善 につ いては常 日頃 か ら取 り組 む こと

が必要 で あ ります。

よって ,病 院機能評価 の受審 において は ,直 前 か ら

の準備 ではな く,普 段 か らの取 り組み につ いて評価 し

て項 くことが大事で あ ります。 この趣 旨 を踏 まえ ,病

院機能改善検討委員会 が設置 され ま した。

本委 員会 の活動 につ いて は , 近 日中に審査結果報 告書 が届 く予定 ですの で , 結 果 を踏 まえて検

討 を進 めて行 きたい と考 えてお ります。

皆 さん , こ れ か らも病院の機 能改善 に向けて , ご 協 力 をお願 いいた します。

選 允  江

勲越Ⅲ⑤ 品J
む と 山興大学医学部附丹病院 展

評梱鰈ギ鞠
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診 療 費 支 払 い の カ ー ド 利 用

日 = ; 米m i 佐功 刀 清 雄

医手課会「十窓口では 診 療貨の支1/、方法の多様化をIIるため、クレ

ジットカー ド及びデビットカー ドによるカー ド決済を導入しました=

クレジットカー ド決済はi同 体ブランドのVI酌生 Maste r C a r d i  J C B

及び鮒 4EXの4 rl「類のカー ドが利用でき 4月 1日から稼動 しました.

デビットカー ド決済は、金融機関のキャッシュカー ドが利用できる

伸1度で 1月 15日から稼動 しました,

J Deb止(日本デビットカー ド1【

進協議会)に 加入 している剤1市銀

行 ,地 方銀行及び信用金席等 多

くの金lll機関のキャッシュカー ド

が利用できます!ま た,職 真を介さず支,ど、いができるカー ド専用自動精算

機 を時岡外受付 (事務当直年)付 近に設置 しました。平日のほか,上

日 1兄日も13時から19時まで利用できるようにしi利 'H者のサービス向 に

をXIりました,

看 護 部 新 採 用 者 研 修

看護部管理三 高! 者護罰; に向 井 要 子

新析H」イは桜が咲 き始めた4サ11日  繁 張 した去1青で臨床大講性に集合し、星病院長より辞令をいただき |

梨大学の一員としてのスター トをきりました。

今年度より 臨 床研1多医の方たちと ■「合同口Fl夕となり大学の組織の概要をはじめス トレスマネージメン ト‐

リスクマネージメントなど話義を受けました!

その後 合 宿研1夕では 十コ 111滑にするために報告 連 絡 相 談 0有 効的に 「話すJ「町なくJ● Ⅲノンバーバル

コミュニケーションなど 体 験宇習を通 しての研1夕を受け 社 会人としての白覚や態度,職 場でのコミュニケ

ーションを共体的にどのようにイiっていけばよいかを学びましたⅢ

今年度は看i4技術教育を強化 していく方針で,リ ハビリテーションLffjの方の協力を得て体位変換 移 動など

5 LFl目を追加 し技術 トレーニングを行いました.輸 波の管F早 自 動輸液シリンジボンプ 愉 血の管理 月 染採

血 而 楢波1忙 与 業管理など笑除使用 している4勿品を用い,安 全竹理の視点を強化 しながらの研1夕でした,新

lf用者は真剣な表情で一つ一つメモを取 りながらトレーニングを受けていました.ブ リセブターも白芭の看護

投niを再確認できる場でもありました,

看護部では集合t汗修 と現場教育 (OJ

T)を いかに運動 させ 、教有効果を高め

てい くか検討 し'「1夕を実施 しています.
一人ひ とりが満姓できる病院 を目指 しi

現場教育の充実を図っています=
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「平成16年EFfJ属痛冊売収ノヽ額及
ぼ影覇轟づ思案i]軽雷首標櫛自につもヽて」平成17年度Mj届病院収八額及び

病院経営管理部 経 営企画課GL 石  原  義  久

国立大学が法人化され 1年が経過し,初 めての決算を迎える事になり,平 成16年度設定されていました附属病

院収入額と診療費用請求額に対する結果は,次 のとおりとなりました。

附属病院収入目標額 10,926,949千円

同     決 算額 10,984,104千 円

差 引  増  減  額 57,155千円

年度中途までは、忠者数の減などからi目 標額に達 しないのではないかとの予想もありましたが1年 度後半,

血液内科の新設や,各 診療科の努力の結果から,日 標を達成することができました。

平成17年度設定されています附属病院収入日標額と診療費用請求額は、次のとおりです。

附属病院収入目標額 11,145,488千円

前年度目標比較増額 218,539千 円

前年度決算比較増額 161,384千円

診療費用請求目標額 1 11,227,842千円

前年度目標比較増額 1  275,818千 円

前年度実績比較増額 1  250,982千 円

附属病院収入目標額の増額は、国立大学法人の予算制度において,平 成16年度附属病院収入目標額に対し課せ

られている経営改首係数 2%相 対額です。

このことは,本 年度文部科学省から,附 属病院運営費交付金が前年度より218,539千円カットされていること

で,自己収入額を増額 しなければ,前年度並の予算執行が出来ない,経営が成 り立たないことを意味 しています。

また,診 療費用請求額が附属病院収入額より増額なのは,診 療費用を保険者に請求 しても査定されたり、現金

として収納 されるのが請求翌月以降になってしまうなどの点から増額となっています。

さらに,附 属病院収入の買オ源は,診 療費用請求額なのですが、この診療費用請求額を増領するには,診 療行為

があり、業品や診療材料の消費が伴うわけで1純 粋に218,539千円の対前年度必要となった経費を補足するため

にIPL金収納額としての附属病院収入を増額するには1診 床費用請求額を前年度日棟比較増額で275,818千円では

なく,408,438千円,年 間診療費用請求日標額を11,360,462千円としなければなりません。

408,438千円を入院忠者数に換算すると,年 間約9,300人, 1日約25人に相当します。外来忠者数では,年 間約

40,800人、1日に約170人に相当します.非 常に厳 しい予算であることを,ご 理解していただきたいと思います。

そして,コ ス トの削減だけでなく,収 入増に向けた経営努力,入 院延べ息者数の増を図るとともに、診療単価

アップのための平均存院日数の短縮を図る必要があります。

これまでの稼働率の向上から,稼働率の向上を含む回転率の向上を目指 していただきたいと思います。

健全な附属病院経営が成 り立たなくなれば,附 属病院を利用 しての教育も研究も成 り立たなくなります。附属

病院に関係する教職員の皆様の,ご 理解とご協力をお願いします。

最後に,他 人任せにしないで下 さい。一人ひとりが満足するためには,全 教職員が同じ意識を持つ必要があり

ます。

「だれかが考えてくれるJ「だれかがやってくれる」「俺ひとり,私ひとりが考えなくても」、こんなふうに思

っている方,あ なたの働いている職場を大切に思って下さい。お勤め先を問われたら 「山梨大学医学部Jと 答え

るはずです。胸を張って答えられる職場であり続けるよう、努力して行きましょう。

10,976,924千 円

差 引  増  減  額 1  24,900千 円
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医学部附属病院 トリアージ訓練実施

1 欠→1 部4 在ギ1 往J l i 深絡務 維Ⅲ! G l ク大 柴 芋 司

大,4‖! J l l‖1埼院において 2 1 1品 | ( 1 1 )′1付1 9時から約15 0名参加により '「|キi内

問セ ザtル1とした人"↓| ' !地f :かたO i  l埼院埜物について _l側破ll  l亡卜↓tがないが 1河辺lL

取で家,1の作1破年により多独の11傷ヤが発′liし " fし[に構す1したことを想ケとした トリ

アージJ‖ヤ|〔を 'い「打消,ア丁材の脇ルのもと 1埼院クト水ホールを11′亡ヽにイrいました

トリアージ_と は 各 “t次作を「1市1  媒t t

度1 7 1に送別することです ど のように送りJする

かというと 「すぐに|キ1味をしな|すれば助からない人 (■1 1 1 )Ⅲホ
…
J

「‖十出をおいて消味できる人 (中牛」h : )“よt…J「 Ⅲ卜姉|の人 (ⅢlⅢ市: )…Ⅲド

1助かるレせ込みのない人 けヒ亡)…却ドJび) |つです 1判ケと後に ト リア

ージタック」とい子ばれるl l l  lとが, 友々イに1 1けらオとます

トリアージ前1,1は 今 川で 1lⅢ Iとなり 傷 Ⅲヽキの1怖時の市t別 i夕
“
i

お味ブーンヘの拘1送 次 作対策イ(河;への‖t↑i十 は 杵様仕のブす々 の防力

をいただき 本 作さなからの頃ヽ迪した,卜けH気の中てチtttLされました

科|1栄キそ1後は ||1公」代 (度侑公)か 十rわれ 参 加1杵からのキドになおt'こは処1か述べられ PJlu点 もいくつか

オ岳愉 されたものの河| | | ての必要1 1 1  確要1 1 セ{ ' ' よ市| しました

ちt 後に 前怖| 〔チl l しに| けし わ 1 亡しいなかをど脇力いただきました l l に々本祇 作i をお‖卜りしておに中しにげます

「自動体外式除細動器 (AED)設 置」

宏企1有川!|モ GRM イ | ド  ば  美

1サ|からGRMIになりました‖ トドに):です 11ほ のお力を付iりて1埼院令体の 宏ちヽ竹メせ

を考えていきたいと思います ど うぞよろしくお願いします

‖||に11動体タトJ(|ちヽ和‖rll‖|(Aじ1))HEARTSl■ RFか 硫十勺||キil"iにittrtされました

1投十t場,"iはクト木ホール グ リルコールti 迎 院治】〔センター人11ご→
｀
 AEDは クト港

やりくデ′ヽ― 卜など人が多くllまる場"iに設IⅢlさイl 心 脱の トラフルにより突然側れた

人のよ命に使11されています 1快作方法については 3 1 1に リスクマネブ十~を対象

に2, 1勉れとキをた化しました 今 li l芝は1埼院の企町古t, tを対象に61 1から“'F l夕会をli l口町

しています ■様のみl」|をお件ちしています

拍■_‐i!
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栄養管理部長 阿佐美   薫

昨年の4月からの国立大学の法人化に始まり,医療費の削減を目的とした医療保険制度

改革など大学病院をとりまく環境は目まぐるしく,ま た厳しさを伴ったものに変化をして

います。これらの厳しい環境を克服して行くために病院組織の強化や業務の効率化といっ

た措置から,この4月に栄養管理室改め,栄養管理部に組織替えされ,部門の長として,

管理栄養士が部長として整備されました。

当部門は,調理部門が直営であるという特色を最大限に生かし,企画から実施 ・検証ま

でにスピーディーであり,かつタイムリーな業務姿勢で選択メニュー導入や病棟ディール

ームでのサラダ・バーの実施,それに四季を通じて行楽弁当を含めた数々の行事食等々の

入院患者への食環境の充実に努めてまいりました。その結果,患 者へのフードサービス部門は,確 固たる地位を確

立したと自負しております。

今後は,こ れまでの部門の目標としていた 「安全で信頼

される給食」に加え,患者さまにとってメリットとなるサ
ービスの提供と病院の経営に貢献すること,この二つを新

たに加えて新たなスタートを切りたいと思っています。

その具体的な行動として,まず栄養指導件数の増加 (増

収)を 図ること,そ のための病棟ラウンドにおける忠者さ

まの栄養状態を的確に把握し医師や看護師に伝達すること。

さらには,栄養指導後に実効を伴わせるために患者さま

自身やそのご家族を含めた治療食の調理実習の開設。もう

ひとつは,生活習慣病予防や高齢者向けに 「食を通じて健

康と長寿」についての情報提供などの啓蒙活動を考えてい

ます。

また,これらを速やかに実現させて行くには,部門内のコミニューケーション図ることは元より,看護部を始め,

他のコメディカル部門とより連携を深めて行きたいと思っています。

総務課総務 ・研究協力GL小  林    充

本学では,毎年富士吉田市の依頼により,富士山八合目山小屋 「太子館」内に救誇所を開設しており,今年で5

回目を迎えます。本年も,7月 21日～8月28日の期間,4人 1組 (医師,看護師又は葉剤師,事務職員又は学生)

の計19班の編成で,医療ボランティアを行います。

あなたも,是非,雲の上の医療ボランティアを体験してみませんか。

参加希望者は,5月 31日までに,医学部総務課総務・研究協カグループに申込して下さい。

経営企画課総務 ・経理G係 長 山  田  芳  男

平成17年度概算要求事項等について,本院関係では以下の事項の内示がありました。

特別教育研究経費 (特別支援事業)「生殖医療システム」

特別教育研究経費 (特別支援事業)「年後臨床研修必修化に伴う研修経費」

教育研究医療体制整備 「臨床研修連携指導医の整備」

施設費貸付事業 (病院特別医療機械整備費)「放射線総合デジタル検査システム」

栄葎管理部のスタッフ
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